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2023年度医科学専攻シラバス

受講生の積極的な質問・発言を期待する。
１）レポート用紙等の配付は、各受講者につき１枚のみとする。
２）レポート用紙等は、授業開始後１５分以降は配付しません。
３）レポート等の提出がない場合は、出席とみなしません。
４）受講者名簿は授業終了後、レポート提出時に記入する。

各授業の小レポート等50％、平常点評価（質疑応答時における発言等の授業への参加度）50％で評価する。

医学領域における様々な先端トピックスを理解できているか。
授業への出席および小レポート（200字程度）や口頭試問等により総合的に評価し、講義の内容を十分に理解して知識を
取得し，意欲的に講義に参加したと判断できる場合を合格とする。
１単位につき10回の受講を必要とする。（年度をまたぐことができるものとする。）

先端医学トピックス

医学研究科教員及び非常勤講師

講義

１単位

通年

別途「先端医学トピックス開講表」により通知する。

別途通知する「先端医学トピックス開講表」に記載している担当分野の医局または事務室にて確認してください。

必要な場合は、別途通知する「先端医学トピックス開講表」に記載する。

必要な場合は、別途通知する「先端医学トピックス開講表」に記載する。

事前学修：各回の授業で取り扱う項目について、著書や発表論文等を読んだ上で、疑問点をまとめておくこと
事後学修：授業で取り扱った著書や発表論文等を再読し、授業で学んだことについてまとめること

医学領域における様々な先端トピックスを理解する。

専門領域を超えて、医学領域全体の知識を理解することにより、幅広い視野を身につける。

医学領域に関する授業を年間30回程度開講する。
別途「先端医学トピックス開講表」により通知する。

不明な部分がある場合は、躊躇せずに質問することを心がけること。
積極的態度で、何事にも興味を持ち授業に望むこと。


	先端医学トピックス

